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国　税／ 給与所得者の扶養控除等申告書の提出 
 本年最初の給与支払日の前日

国　税／ 報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
 1月31日

国　税／ 源泉徴収票の交付、提出 1月31日
国　税／ 12月分源泉所得税の納付 1月10日

（納期の特例を受けている事業所の7～12月
分は1月21日）

国　税／ 11月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 1月31日

国　税／ 5月決算法人の中間申告 1月31日
国　税／ 2月、5月、8月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月31日
地方税／ 固定資産税の償却資産に関する申告 1月31日
地方税／ 給与支払報告書の提出 1月31日
労　務／ 労働保険料の納付（第3期分） 1月31日

 （労働保険事務組合委託の場合2月14日まで）

　お正月はお酒を飲む機会が多いですが、昨
秋から国内で収穫されたぶどうで国内製造さ
れたワインを「日本ワイン」と表示しています。
以前は、国内製造されたもの等を「国産ワイ
ン」と表示していましたが、消費者が誤認す
ることから国税庁が「果実酒等の製法品質表
示基準」で定義しました。

ワンポイント 日本ワイン

1 月 の 税 務 と 労 務1月 （睦月）JANUARY

1日・元日　14日・成人の日

日 月 火 水 木 金 土
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1月号 ─ 2

１　
稼
働
分
析

　

稼
働
率
の
向
上
に
は
、
そ
の
稼
働

の
分
析
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

稼
働
分
析
と
は
、
一
定
期
間
の
生
産

活
動
の
中
で
、
人
や
機
械
が
ど
の
よ

う
な
要
素
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
掛

け
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
手
法
の
こ
と
で
す
。
そ
の
目
的
は

・
人
や
機
械
の
稼
働
率
向
上

・
作
業
量
の
安
定

・
機
械
設
備
の
休
止
時
間
な
ど
の
減

少
・
正
味
の
加
工
時
間
に
対
す
る
準
備

や
余
裕
時
間
に
つ
い
て
標
準
的
な

値
を
定
め
た
い
と
き

・
標
準
時
間
の
制
度
の
検
討

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
稼
働
分
析
で
は
、
⑴

価
値
作
業
時
間
、⑵
付
随
作
業
時
間
、

⑶
ム
ダ
時
間
の
３
つ
の
要
素
が
ど
の

く
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
か
を

数
値
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

各
時
間
の
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

⑴
　
価
値
作
業
時
間

　
　

直
接
利
益
を
出
し
て
い
る
付
加

価
値
に
繋
が
る
作
業
時
間
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
実
際
に
、
形
状
・

性
質
等
、
物
を
変
化
さ
せ
て
い
る

製
造
作
業
や
加
工
作
業
が
該
当
し

ま
す
。

⑵
　
付
随
作
業
時
間

　
　

完
全
に
ム
ダ
で
は
な
い
が
、
付

加
価
値
に
直
結
し
な
い
間
接
的
な

作
業
時
間
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば

利
益
を
産
み
だ
す
た
め
に
必
ず
必

要
な
準
備
や
段
取
り
、
運
搬
作
業

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

⑶
　
ム
ダ
時
間

　
　

付
加
価
値
に
結
び
つ
か
な
い
す

ぐ
に
で
も
削
減
す
べ
き
作
業
時
間

の
こ
と
で
す
。
雑
談
な
ど
の
さ
ぼ

っ
て
い
る
時
間
や
意
味
の
な
い
準

備
や
段
取
り
、
過
度
な
休
憩
時
間

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
割
合
の
分
析
方
法
の
一

つ
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
る
ワ
ー
ク

サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
手
法
を
使
っ
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
は
、

作
業
者
や
機
械
な
ど
が
行
っ
て
い
る

各
作
業
を
ラ
ン
ダ
ム
に
決
め
た
時
間

に
見
回
り
、
瞬
間
的
に
観
測
し
て
、 

統
計
的
に
集
計
し
、
分
類
す
る
方
法

の
こ
と
で
す
。
何
回
も
繰
り
返
し
集

計
し
確
率
の
法
則
に
基
づ
い
て
職
場

を
瞬
間
観
測
す
る
手
法
と
な
り
ま
す
。

瞬
間
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

作
業
者
が
意
識
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
く
、
比
較
的
、
実
態
に
近
い
状
態

で
観
測
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
観

測
す
る
日
時
を
知
ら
せ
て
お
い
て
し

ま
う
と
、
作
業
者
が
意
識
を
し
て
し

ま
い
、
そ
の
時
だ
け
頑
張
る
な
ど
正

確
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
た
め
こ
の

方
法
が
よ
く
と
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
人
の
場
合
一
、〇
〇
〇

回
観
測
し
て
、
そ
の
う
ち
八
〇
〇
回

が
価
値
作
業
時
間
や
付
随
作
業
時
間

で
あ
れ
ば
八
〇
〇
÷
一
、〇
〇
〇
＝

〇
・
八
と
な
り
八
〇
％
の
稼
働
率
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
も

し
五
〇
％
の
稼
働
率
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
ム
ダ
時
間
が
か
な
り
多
い
と

い
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
観
点
で
機
械
の
稼
働
率
も
測
定

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
機

械
の
状
況
を
調
べ
て
加
工
中
、
空
転

中
、
修
理
中
、
保
全
中
な
ど
に
分
類

「稼働分析」と
「作業標準書」
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し
加
工
中
が
八
〇
％
で
あ
れ
ば
稼
働

率
八
〇
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
サ
ン
プ

リ
ン
グ
法
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
存
在

し
ま
す
。
例
え
ば
、
作
業
の
順
序
を

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

作
業
内
容
の
詳
細
な
分
析
は
で
き
ず

無
効
な
動
作
や
要
素
作
業
の
分
析
は

非
常
に
難
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
ワ
ー
ク
サ
ン
プ

リ
ン
グ
法
で
稼
働
率
の
分
析
を
数
値

的
に
行
っ
て
、
そ
の
原
因
や
中
身
は

さ
ら
に
追
究
し
て
分
析
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

２　
作
業
標
準
書

　

稼
働
率
の
向
上
の
た
め
に
は
「
作

業
標
準
書
」
の
作
成
が
単
純
か
つ
効

果
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
た
と

え
一
品
生
産
の
製
造
業
で
あ
っ
て
も
、

総
務
の
仕
事
内
容
で
あ
っ
て
も
、
作

業
内
容
を
分
析
吟
味
す
れ
ば
必
ず
共

通
動
作
や
共
通
作
業
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
共
通
作
業
に
つ
い
て

は
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
内
容
の
結
果

が
出
る
よ
う
に
、
人
の
動
作
・
機
械

操
作
の
手
順
を
、
現
状
に
お
い
て
最

善
の
も
の
と
し
て
定
め
た
も
の
が
作

業
標
準
書
に
な
り
ま
す
。

　

作
業
標
準
の
目
的
は
、
安
全
・
品

質
・
効
率
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、

達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
常
に
改
善
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
作
業
標
準
書
は
、
そ
の

作
業
の
実
施
担
当
者
を
含
む
少
数
の

グ
ル
ー
プ
で
作
成
す
る
方
が
成
功
の

可
能
性
が
増
し
ま
す
。
関
係
の
な
い

他
人
が
作
っ
た
作
業
標
準
書
で
は
、

現
場
に
合
わ
ず
あ
ま
り
利
用
や
実
行

が
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

現
場
を
見
な
い
外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
安
易

に
入
手
し
た
作
業
標
準
書
は
好
ま
れ

ず
成
功
し
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ

う
。
少
数
グ
ル
ー
プ
で
作
成
す
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
・
経
験
が
活
か
さ

れ
、
仲
間
意
識
も
出
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
中
小
企
業
の
場
合
に
は

各
職
場
の
熟
練
作
業
者
の
作
業
に
は

ム
ダ
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ

の
作
業
を
参
考
に
作
業
標
準
書
を
作

成
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
熟
練
作

業
者
は
業
務
の
重
要
性
を
理
解
し
、

責
任
感
、
役
割
意
識
も
あ
る
た
め
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
改
善
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
実
現

が
図
ら
れ
動
機
づ
け
に
も
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
組
織
風
土
と
し
て
も
定
着
し
、

後
輩
に
技
術
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い

く
も
の
で
す
。
作
業
標
準
書
に
は
決

ま
っ
た
フ
ォ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

最
低
で
も
作
業
の
⑴
手
順
、⑵
要
点
、

⑶
理
由
の
３
つ
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

⑴
　
手
順

・
現
在
行
っ
て
い
る
作
業
を
あ
り
の

ま
ま
に
書
き
出
し
ま
す
。

・
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
結
果
が
出
る

よ
う
に
、
作
業
の
順
番
と
方
法
を

記
述
し
て
い
き
ま
す
。

・
文
章
は
だ
ら
だ
ら
と
記
述
せ
ず
、

箇
条
書
き
で
略
図
や
写
真
な
ど
を

入
れ
て
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

数
字
を
使
っ
て
具
体
性
を
も
た
す

こ
と
も
よ
い
方
法
で
す
。

⑵
　
要
点

・
作
業
の
や
り
方
だ
け
で
な
く
、
一

連
の
仕
事
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
（
要
点
）
、

コ
ツ
、
絶
対
に
手
抜
き
を
し
て
は

な
ら
な
い
と
こ
ろ
や
、
や
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
作
業
中
の
故
障

や
事
故
の
場
合
の
処
置
の
仕
方
な

ど
を
記
入
し
て
お
き
ま
す
。

⑶
　
理
由

・
作
業
の
や
り
方
だ
け
で
な
く
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
に
す
る
か
の
理
由
や

説
明
を
記
述
し
て
お
き
ま
す
。
理

由
を
理
解
す
る
と
覚
え
る
の
が
早

く
ミ
ス
な
く
確
実
に
実
行
が
さ
れ

ま
す
。

　

で
は
、
作
業
標
準
書
の
具
体
的
な

利
点
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

作
業
標
準
書
を
読
ん
で
、
そ
の
手
順

に
従
っ
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

作
業
者
が
同
じ
手
順
な
ど
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
次
の
よ
う
な
利
点
が

あ
り
ま
す
。

①　

作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
。

②　

作
業
時
間
が
標
準
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
安
定
し
た
納
期
を
確

保
で
き
る
。

③　

新
人
作
業
者
で
も
一
定
の
時
間

で
正
し
い
作
業
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

④　

品
質
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑤　

作
業
の
誤
差
防
止
が
可
能
と
な

り
、
作
業
改
善
の
具
体
的
把
握
が

可
能
と
な
る
。

⑥　

事
故
な
ど
が
起
こ
り
に
く
く
リ

ス
ク
の
回
避
が
可
能
と
な
る
。

　

作
業
標
準
書
を
作
成
し
、
ム
ダ
を

排
除
し
て
経
営
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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　新しい１年が始まりました。お正月は、
会社でも挨拶に来る人が多く、１月は１年
の中でも人の出入りが多い月ではないでし
ょうか。そんな時、皆さんの集まる部屋に
さりげなくお花が飾られていると、とても
素敵な雰囲気になりますね。あるいは、お
客様からお土産にお花を頂くこともあるか
もしれません。せっかくですから、美しく
咲く花を少しでも長く楽しみたいものです
が、どうすれば切り花を長く持たせること
ができるでしょうか。
　花が萎れたり枯れたりする原因は、主に
水分の不足と雑菌の繁殖です。水を十分に
吸わせ、菌が増えないように気をつけて、
１日でも長く素敵な花を楽しむ方法をご紹
介します。
１．買ってきた切り花は水の中で茎の根元

を切る「水切り」をし、水を吸いやすく
します。アレンジメントの花は、延命剤

が茎に付いていることもありますので、
茎をまずよく洗ってから水切りをしま
す。いずれの場合もよく切れるはさみで、
斜めに切ると水を吸いやすくなります。
水に葉っぱが浸かると菌が繁殖しやすい
ので、下の方の葉っぱは落としましょう。

２．水はできるだけ毎日替えます。その際、
花瓶はスポンジでしっかり洗います。茎
のぬめりも洗いましょう。水替えの際に
根元を少しずつ切ると、水の吸込み口を
新鮮に保つことができます。

３．花屋さんで延命剤をくれるところもあ
りますが、ない場合は台所用の漂白剤を
少し垂らします。延命剤のような栄養の
補給は望めませんが、菌の繁殖を防ぎま
す。

４．花を置く場所は、エアコンの風が直接
当たらない場所を選び、早く枯れてきた
花や葉っぱはその都度除きます。

　これらの方法をぜひお試し頂き、新年を
美しい花とともに過ごし会社にとってよい
スタートを切りましょう。

花を長持ちさせるには

　お正月に神社へ初詣に行くと、「厄年」
の年齢表を見ることがあります。女性が
33歳、男性が42歳の厄が大厄として広く
知られていますね。ところが、該当年齢の
方でも、今自分がはたして本厄なのか、あ
るいは前厄・後厄なのか、すぐには分から
ないことが多いのではないでしょうか？な
ぜなら、厄年は私たちが普段使う満年齢で
はなく、数え年を使っているからです。
　数え年は、生まれた時が１歳、その後お
正月を迎えると１歳年を取ります。お正月
に歳神様を迎え、お年玉（＝１年生きる力）
を頂き、１つ年を取る、という考え方だそ
うです。
　例えば平成30年12月31日生まれの人
は、翌日の平成31年１月１日に一気に２
歳になります。簡単に数え年を計算する方
法は、自分の誕生日前は満年齢＋２歳、誕
生日後は満年齢＋１歳です。これで迷わず
計算できますね。

数え年　

皆
さ
ん
が
お
使
い
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
日
曜
始
ま
り
で
す
か
？
そ
れ
と

も
月
曜
始
ま
り
で
す
か
？
元
々
多
か

っ
た
日
曜
始
ま
り
は
、
キ
リ
ス
ト
の

復
活
日
が
日
曜
日
だ
っ
た
為
、
西
洋

で
は
日
曜
日
が
一
週
間
の
始
ま
り
と

な
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
日
本
で

は
明
治
の
改
暦
の
際
に
西
洋
と
同
じ

一
週
間
が
七
日
の
七
曜
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
以
降
、
日
曜
始
ま
り
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
て
い
た
の
で
す

が
、週
休
二
日
制
の
導
入
が
進
む
と
、

土
日
を
並
べ
た
方
が
予
定
が
分
か
り

や
す
い
こ
と
か
ら
、
主
に
予
定
を
書

き
込
む
こ
と
が
多
い
手
帳
を
中
心
に
、

月
曜
始
ま
り
の
も
の
が
普
及
し
て
き

ま
し
た
。
欧
州
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
勧
告
に
従
い
、
一
九
七
四
年
か

ら「
生
活
や
実
務
上
に
お
い
て
は
週

の
始
ま
り
を
月
曜
日
に
す
る
」と
し
、

月
曜
始
ま
り
の
も
の
が
多
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー


